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静岡地学第 61号 (1990) 

大野地震断層のガンマ線計測調査

岩橋 徹*.大村隆宏料

未明に起こった北伊豆地震によって地表に現れた断層の一つである O

このような活断層を調査する方法に、トレンチ発掘調査などの地質学的方法や α トラック出、 γ

などによる地球化学的方法などがある O このうち γ線量の測定法が簡便なこともあり、最近、

γ紙藍り刀、寸11と断層の相関等について次のような研究がなされている O

(1980、'82)は黄葉@山崎@花折の各断層、および梅原 e根尾谷の

1981)をそれぞれ横切る測線上で予想断層線寵上近くに明瞭な γ

また、西国@中尾@岸本 (1982)は鳥取地震 (1943)

多数点、で多数回測定を行えば地域開の相対的な舗の逆転はないとしている O

1 . はじめに

の一つである大野断層は、丹邦断層の雨西延長

骨

日

山

、た宇品

(1984) は γ手泉のノイズ

ることを言忍めている O

し入れる

に才ゴし::l~(、

の近くに γ線量率のピーク

め、そのうちの 1測線で γ線量の 24時間変化を

し、日の出および日没時に γ

とを明らかにし、この

ることを示唆しているJとし~。

これま る

の

γ 

ている

化する

されていない。そこ

ところを

ンサーベイメ タを用い、 γ を

的に し
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γ つ
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の生じ
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どは明ちかに
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北部の の中心から東北東方約 6kmの地点 るO 土地の古老によれば、こ

の土地は当時畑として利用されていたが、 1930

たという O 現在、高さ約 2.5m長さ約 30mの

に東落ちの断層が生じ、檎が植栽され

(斜面)が残されている(図 1) 0 

3.地 質 概

5 1地質図幅r11多義寺Jr伊東jおよび 7万5千分の l

ユて地質略図作成した(図 2) 0 下から

域層、 山の各火山の噴出物および沖積層で構成されている O

(1) 

①修善寺白色凝灰岩層;主として軟弱 の石英安山岩からなり、湯ケ

「熱

大仁安

上に整合に重なる地層。その摩さは 2，000m 以上に達するものであるという oN ephrolepidina等の

化石を含有することから、本膳の時代は中新世中期とされている O

を多量に含む凝灰角擦岩、層理をもっ粗粒~細粒凝灰岩などの累層であって、

ガラス鷺安出岩塊、石英安山岩塊を多量に合む火山角探岩あるいは火山円磯岩、白色または

を呈する凝灰質砂岩、白色石灰質砂岩 (Nephrolepidina等の化百合有)、凝灰質真岩等を伴う O

②大仁安山岩層;修善寺白色凝灰岩層を覆い、多賀火山の溶岩によって覆われる鮮新世の安山岩層で

ある O 下部は多少変質した淳い凝灰角探岩、上部に斑晶を なる O

③域

も含まれる O

④宇住見火山噴出物;第四紀初期に噴出し

ものとされている O 溶宥の大部分はカンラ

山岩である O

山

カンラン石玄武岩、およびこ

れらを覆う凝灰角磯岩からなる O 安山岩は

大野付近で城麿およ

を復つ

安山岩

は

ると軟弱な

更新世の

るO 玄武岩は大野の

ってやや広く分布する O

に表れ、風化す

となる O その活動は

とされている O

⑥巣聾火山噴出物;富士火山灰震よりも新し

く、現世に属すると考えられている O

Lこ覆われる

るところも多い。

図 2 修善寺町了大野付近の地費略図
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(2) 断

上記の地質図幅、および松田時彦 (1972)記載の断窟をもとに、さらに航空写真から求めたリニア

メントについて野外語査で確認した位置に断層線を記入した(関 2) 0 

4.γ 線の測定

(1) γ線測定装置

活断層の放射能探査に、 α トラック法と γ線量鴻定法がある O 後者による場合、小型で携帯に便利

なシンチレーション@サーベイメータが使われる O 本研究では aloka社製 γ線用シンチレーション@

サーベイメータ (TCS-121C) を用いた。シンチレ…ション@ディテクタ (γ 線検出部)は、直径 1

インチの NaI (Tl)のシンチレ…タと光竜子増倍管を備え、 γ線エネルギーに比例したシンチレ…タ

の光を、光電子増倍管がパルス電圧に変換@増幅し、その信号をケープソレを通して本体へ供給する O

このイ言持は本体で増幅、波高選別してレートメータ回路に送り、線量率指示計に mR/hの単位で示さ

れる O

(2) 測線の

断層付近の γ線量の分布を明らかにするため、

を横切るようにA~Gの 7 測線を 2m 間隔に

が地上で確認できた大野地区涼三松に、断

fこO

各測線上の測点に南東から北西へ No.1 ~13 

を付けた。断膚斜面(断層躍が侵食され

てできた斜面)の裾に滞点、 No.7、間斜面のほぼ

中央に No.8、斜面の上に No.9 

(図 3) 0 

(3) 測定期間

1 

している

紅白まで延べ

に配列し、各測線上に 2m に測点、を

G 

ら忘
Nn 1989 

12日

9月18日から

延べ 24澱線

方法

図 3 期線・測点、の配護国

(4) 瀦

γ線の測定方法は、おおむね遠山@檀原@里村 (1984)の測定方法を用いた。

(1)各溺点、に深さ約 30cmの垂査の穴を掘り、その中に薄肉の塩化ビニールパイ

(2)校正用線源(0.32mR/却をシンチレーション@ディテクタの先に

(3)各測点に績にシンチレーション@ディテクタを差し込み、 γ

2秒間関で船田γ線量率を読取り、カセットコーダに

(5) 測定値の処理

も

し

N'i'J 

プに記録されたデータを測点

に、 60拐の澱定値の平均値@

に記入し、この

@最低値など

ータをパソコンに入力。各部

出しグラフ化する O
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結5.測

した図を(μR/h)、横軸に時刻をとり、混線上における γグラブの縦軸に γ

(以下平均値という)を(μR/h) 4の短い横線は各測点における γ

を表す。また、図中の短い縦線す。

前後軸に測定日(測線名)、左右軸に減点をと平均値、(11 ~ 14)は上下軸に γ5~8 、

したものOブロックダイアグラム
、
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的変化(図 4) 

18目的:20~18 : 03の問、

γ (1) 

A測線@測点

時間的

9 

変化を調べた。この日の日変化は 9~12

い値を示し、

没 (18 時頃)前のお時~18 時、

低い値が現れた O

測線別 γ

(A 7とする)において γNO.7 

前の 5時 20分頃と日

および 8

日

5;20 7:悶 9:飽 11:01 13:01 14:58 17:鴎

6:閤 8:10 10:01 12:07 13:55 15:部 18:悶

時刻

的変化 (A潤線 o )ftlJ点、持0.7)γ 図4
は秋 9

の変化

γ ①Aj期線ブロックダイアグラム

(2) 

ブj'
ノ

マ
銭

季出

μ1~ 

NW1/2812 

A測線の各測点、における 9月25毘---1月28B
間に計測の γ線量率の季節的変化ブロック
夕、、イアグラム

2 

く、冬 l月に低い傾向がある O 秋冬に

クがあり、 A

秋 9月に

測点 2、

制点 9のピー

6、12の

なピ

②B 測線ブロックダイアグラム

l丹に低い。 A測線と

クが 9~1 月

6、12

(図 5) 0 

係なく A2、

8 

ピ

6 7 

お点

8 

10 9 
11 

国 5

6 ) 0 

く冬

ピ

秋 9月に

ともピーク

③C j.長u線ブロックダイアグラム

1月に低い。秋冬に関わらず γ

は、測点、 NO.7、 8に跨って表札、

クは 9月を除き 3

の

7)0 

9、10、11

クはn=m点 NO.9に現れる

④D測線ブロックダイアグラム

に明瞭 9、はみられない。測点 NO.5、
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5日のものより{誌

する

9を除き、全体的にみて

9月 28日測点 No.7 

No. 8には10、11

測点 4、

28日の言十測儲:は 11

8、

いピーク O

この値。

(図 8) 0 

⑤ E測線

9 

11に

測点

における 9月27日---1月21司
のさ整節的変化ブロック

Q
》

ハU1
 

図6
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ク、測点

9 ) 0 

なピ

クがある

9 

しユ。

共通的に測点、 NO.2、

NO.5、11に弱いピ
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図 7 C測線の各測点、における 9月28日.........1月21E3 
関に計測の y線量率の季節約変化ブ口ック
ダイアグラム

図 8 D潤線の名測点における 9月28自.........11月 5E3 
関に計測の γ線量率の季節的変化ブロック
ダイアグラム

(3) 測定器に対する

により測定器内の

ベイメータ ること えらtしる O この

3.50C) の と、

を監視)したときの と

し、 シンチレーション@サー

28日、 A測定泉におい」、

している部分をカイロで約 250C

O その結果、両者の簡に明瞭な

認められなかった。電源部の保温温度約 250Cに相当する 9月のデ

ものよりさ丘、仲間九向し λo 1辻つ九

して差し支えないと考える(図 10)0

(ヰ) γ線量芸春の平面的分布

① Aヘ-，E測線の計測(9月 27日11: 28~15 : 56、日 11: 16~15 : 54) 

No.8をはさんでA6、B6およびC9、D9、E9にピーク、

ると、合月の γ

3.50Cまで、恐らく ooCま

とも測点、 No.8 (D 

ら
5 
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gぞ5(24.5"Cl

国 9 E澗練の各測点における 2月28日と 11月5自 国10 A滞緩の各潤点の γ

計測の γ

e 保;還の関様

のみ No.7) 

を 9 13の

A--D潤隷の計調 (10

12、B12に

と比較すると、

日12: 27~14 : 

いピーク(図 11) γ 1~A7 の

に匡爵線の東側が高い。

.. 30日:29~13 : 06) 
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B D9にピーク、 A12、C9、B9、B6、B2で弱いピーク、 No.8をはさんでD5、A2、

を示す(図 12)0ここでも全測線の NO.8で γクOいピC 12にや12、

3日12: 05'""'--' 15 : 20" 3日11: 08~13 : 56) 

A"B"E"Cの各測線で測点No.2あたりに弱いピ

No. 8をはさんで測点No.5" 6と測点NO.9、および、測点NO.11"12あたりにやや高いピーク(図13)0

ク、

A--G測練の計測 (11

全測線の測点NO.8

③ 

21日10: 36'""'--'15 : 20) A--C測線の計測(1 

A"B源u線は演u点 No.2でピ

⑧ 

3測線ともない。クが比較的強く、測点 No.5のピークは自

No. 9のピークは多少弱い(図 14)0測点、 NO.12にピークがあり、

@まとめ6. 

時間的変化

(1984)の研究によれば、

(1990)の研究によれば、

Y )
 

宅
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J
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‘、、

また、るという Oに γ日没と山@

の丹那地震断窟が切る丹那盆地南部(1989)、

らかになった。ること日の出と日の入りのとき γでは、

1時間このことを確認するため、 A測線 7測点で 5: 00 AM  ~6 : 00 PMまで、今回の研究でも、

日の出と日の入りのとき、ほぽ同様な傾向を確認することができた。
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γ鰍護学の平語的変化フ守口ックダイアグラム

A--D測線、 1989年10月29EI--30日計測

No. 
らt

国12

拠点

γ線盤単U)f個別拡1Cノ口ッタダイアグラム

A---E測線、 1989年 9月27日--28日計測

図11

を確認することができた。と日の入りのとき、ほ日のを測定し、との γ

に低くなる傾向が見られる O この

により丹の位置が変化するため、地球に働く太陽や月

ト
j

小として、

と季節の関係

一般に、 1年間のを通して γ

び時刻により太陽の高度が変化し、

γ (2) 

引力の

は圧縮力が変化し、

る放射性ガスの放出が規制され、

と気温の関保

口
Mまた、

またって地殻に働くこれえられる Oじる地球潮汐力のベクトノレが変化するとめ

えられる O

をそれらの

的に変化するのではないかと

るため、ながら

向日

して地殻の

γ 

(1989)の研究で問題点として残された、「気温の変化と鴻定値との関係Jを調べるため、

32 
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γ繰藍半の平語的変化ブロックダイアグラム

A ---C ~jtlJ線、 1990年 1 月 21 日計測

11 
12 

図14

事j点

γr様車半の平酷的変化フーロックダイアグラム

A"-G測線、 1989年11月 3、 5日計測
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図13

少なくともそのとを比較した。しなしと、しをの{~い

らかになった。気温oOC以下の計測しないこと3.50Cまで、

された。について

の平面的分布j霊能麗と γ(4) 

ピーところに γ数 mまfこる

き削ちれたによっずでの計測は地形的にられている Oク

。つし〉るところ斜面)

No. 9付よび 2付近、る測点、 NO.6よび 10nl 2m  ① 

られた。ピ

O いる漠!点 NO.11、12付近に10m 8、② 

③ (No. 9 "--'13) No. 1"--' 7) のγ

O しれよりの

このように、 γO ら測点、 No.8で γ③ 

ら内の γのトレンによる(1982) をとる例

(掘削)つる地下水の溢出にともとしそのO れ

をして、そされ214Pbや214Biに、 222Rnがとえ」

大」よってさくるか、さもる

えている Gと

ト
J
小

を伝って222Rn円
口

1:; 
ノ

り、③のように、フ

これらラドン(222Rn)の放射性のガスが、ように、O えてい

γ め、るにくくC々
しまい、 222Rnえ」し、

のγにおける

-33 

えている O

(1990) によ

fit値をとると
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断層線の下盤側(西側)で、断層線の露頭線の西側 1mおよび 3mに γ線量率の明瞭なピークが認め

られた。また、ここで大野断層のように著しい γ線量の低下が見られないのは、ここには

認められないからであるとみている O なお、大野および丹那両地震断層で γ線量率のピークが 2箇所

に、断層線の位置からずれて下盤側に現れたのは、両断層に顕著な断層面または割れ呂が 2本あり、

これらを依って222Rnが放出されるためと考えている O

本研究を進めるに当たり、 b
i小 多くの方々にご協力と使躍をいただいた。また、

ユれだいた。記して、これらの方々に心から感謝のら

を表す次第である O
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